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木曽川文庫は治水の資料館。
水の大切さや恐ろしさを歴史から学び、
これからの治水を皆様とともに
考えていきたいと思っています。
今回は、木曽川河口の輪中干拓地・木曽岬町の、
歴史と現状、
そして現在進行形の治水事業をご紹介します。

INDEX …………………………………

ふるさとの街・探訪記
 ●明るく住みやすい水郷の街をめざして

面白WATCHING
 ●風と緑と潮騒と。
 　木曽岬町の秋をトレッキング

歴史ドキュメント
 ●伊勢湾台風と高潮堤防

TALK&TALK
 ●木曽川派川の鍋田川締切り工事の思い出
 　──三重県木曽岬町長　岡村好友

民話の小箱
 ●福崎の大地に住む大蛇
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木
曽
川
か
ら
の
土
砂
の
堆
積
と
干
拓
に
よ
っ
て

作
り
上
げ
ら
れ
た
木
曽
岬
町
は
、
驚
く
ほ
ど
肥
沃

で
、
温
暖
な
気
候
に
も
恵
ま
れ
、
農
業
を
主
体
に

発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

農
地
も
整
備
さ
れ
、
水
稲
や
路
地
野
菜
・
ハ
ウ

ス
野
菜
、
ト
マ
ト
・
メ
ロ
ン
な
ど
の
施
設
園
芸
、

緑
の
う
る
お
い
を
あ
た
え
て
く
れ
る
観
葉
植
物

の
生
産
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
ト
マ
ト

や
メ
ロ
ン
は
鮮
度
と
味
覚
の
素
晴
ら
し
さ
で
大
人

気
。
特
産
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
名
古
屋
や
桑
名
な
ど

へ
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

漁
業
で
は
、
シ
ジ
ミ
の
水
産
物
や
海
苔
、
鰻
、

金
魚
の
養
殖
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
地
域
の
活
性
化

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

薩
摩
藩
に
よ
る
お
手
伝
普
請
で
行
な
わ
れ
た
宝

暦
治
水
（1755

）
完
成
の
２
年
後
か
ら
木
曽
川

の
拡
幅
工
事
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
加
路

戸
輪
中
と
見
入
輪
中
の
間
を
流
れ
て
い
た
見
入
川

が
締
め
切
ら
れ
、
二
つ
の
輪
中
は
陸
続
き
と
な
り

ま
し
た
。
締
切
に
よ
っ
て
で
き
た
土
地
は
、
木
曽

川
拡
幅
工
事
に
よ
っ
て
潰
れ
た
土
地
の
代
替
と
さ

れ
、
今
で
も
代
地
と
称
し
て
い
ま
す
。

ま
た
明
治
20
年
か
ら
行
な
わ
れ
た
明
治
改
修
で

も
、
木
曽
川
は
拡
幅
さ
れ
、
約
70 

ha
の
土
地
が
潰

れ
ま
し
た
が
、
今
度
は
、
加
路
戸
輪
中
と
源
緑
輪

中
の
間
を
流
れ
る
白
鷺
川
が
締
め
切
ら
れ
て
陸
続

き
と
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
昭
和
34
年
の
伊
勢
湾
台
風
災
害
の
復
旧

工
事
で
、
弥
富
町
と
の
境
界
鍋
田
川
の
締
め
切
り

と
木
曽
川
の
拡
幅
が
必
要
と
な
り
、
約
17 

ha
の
の

土
地
が
潰
れ
ま
し
た
が
、
弥
富
町
と
陸
続
き
と
な

り
木
曽
岬
も
島
で
な
く
な
り
ま
し
た
。

木
曽
岬
町
は
木
曽
川
河
口
の
三
角
州
を
魚
鱗
状

に
開
拓
し
造
成
し
た
、
海
抜
ゼ
ロ
ⅿ
の
輪
中
地
帯

で
す
。
そ
の
起
源
は
不
明
で
す
が
、
源
平
時
代

に
は
、
長
島
町
七
島
の
東
に
唐
戸
（
現
在
の
木
曽

岬
の
加
路
戸
辺
り
）
の
島
名
が
見
ら
れ
、
洪
水
で

で
き
た
州
を
開
拓
し
て
次
々
と
新
田
を
造
成
。
そ

の
後
、
織
物
の
産
地
と
し
て
繁
栄
し
、
天
正
９
年

（1581

）
に
は
加
路
戸
新
田
と
改
称
さ
れ
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
天
正
13
年
（1585

）
の
大
地
震
で

加
路
戸
一
帯
は
一
瞬
泥
土
と
化
し
、
八
百
戸
余
り

の
民
家
は
全
部
倒
壊
。
陸
地
と
し
て
の
価
値
を

失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
の
加
路
戸
は
寛
永
二
年
（1625

）
に
再

開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
以
後
積
極
的
な
干
拓
事
業

に
よ
っ
て
加
路
戸
輪
中
は
拡
大
し
、
見
入
輪
中
、

源
緑
輪
中
な
ど
も
順
次
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
が
、

せ
っ
か
く
開
拓
さ
れ
た
土
地
も
水
害
で
放
置
さ
れ

る
な
ど
、
干
拓
の
歴
史
は
そ
の
ま
ま
水
と
の
苦
闘

の
歳
月
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
よ
う
。

一
方
、
江
戸
時
代
の
宝
暦
治
水
、
明
治
改
修
、

伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
で
、
木
曽
川
の
川
幅
が
逐

次
広
げ
ら
れ
、
広
大
な
土
地
が
川
と
な
っ
て
潰
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
併
せ
て
、
見
入
川
、
白
鷺
川
、

鍋
田
川
が
締
め
切
ら
れ
て
代
地
と
な
り
、
木
曽
岬

は
現
在
の
よ
う
な
姿
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
元
年
に
は
村
制
制
定
一
〇
〇
年
に
て
「
木

曽
岬
町
」
が
誕
生
。
21
世
紀
に
向
け
て
、
誰
も
が

住
み
よ
い
街
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

災
害
に
悩
ま
さ
れ
た　　　　　

　　　　　　　　　　

苦
闘
の
開
拓
史

お
い
し
さ
が
光
る
特
産
ブ
ラ
ン
ド

河
川
改
修
と
地
形
の
変
遷

街 ・ 探 訪 記のとさるふ

明
る
く
住
み
や
す
い

水
郷
の
街
を
め
ざ
し
て

木
曽
岬
町
は
三
重
県
の
西
端
に
位
置
す
る
堤
防
に
囲
ま
れ
た
デ
ル
タ
地
帯
。

三
六
七
年
前
の
再
開
発
以
降
、
輪
中
干
拓
地
と
し
て
発
達
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
い
つ
ぐ
災
害
、
河
川
改
修
に
よ
る
川
幅
の
拡
大
に
よ
り
、

孤
島
で
あ
っ
た
そ
の
地
勢
は
お
び
た
だ
し
い
変
貌
を
続
け
、

昭
和
38
年
に
は
、
名
四
国
道
が
開
通
し
現
在
の
新
し
い
町
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

以
後
、
木
曽
岬
町
は
都
市
近
郊
の
農
業
地
域
と
し
て
発
展
を
遂
げ
、

水
と
緑
が
美
し
い
ア
メ
ニ
テ
ィ
タ
ウ
ン
を
め
ざ
し
て
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

昭
和
40
年
以
降
、
木
曽
岬
町
の
人
口
増
加
は
進
み
、
各
家
庭
か

ら
の
排
水
が
、
川
や
農
業
排
水
路
を
汚
濁
す
る
こ
と
と
な
り
、
生

活
環
境
は
著
し
く
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
町
は
、
町
全
域
の
下
水
道
事
業
に
着
手
。
昭
和
63
年
に

は
市
街
化
区
域
の
公
共
下
水
道
事
業
に
着
手
し
、
平
成
10
年
の
完

成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
市
街
化
調
整
区
域
で
は
、
昭
和
61

年
か
ら
農
業
集
落
排
水
施
設
の
整
備
に
着
手
し
、
町
内
４
ヶ
所
に

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
命
名
し
た
、
し
尿
処
理
雑
排
水
の
処
理
場

を
創
設
。
メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
で
カ
ラ
フ
ル
な
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た

処
理
場
は
、
木
曽
川
及
び
伊
勢
湾
の
水
質
浄
化
に
貢
献
。
県
が
実

施
す
る
流
域
別
下
水
道
の
区
域
を
除
き
、
町
村
単
位
で
全
域
の
下

水
道
を
整
備
し
て
い
る
例
は
全
国
で
も
珍
し
く
、
木
曽
岬
町
の
生

活
環
境
へ
の
積
極
的
な
姿
勢
が
伺
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
木
曽
岬
町
老
人
ク
ラ
ブ

で
は
木
曽
川
筋
の
堤
防
を
清
掃
。

今
年
７
月
に
は
建
設
省
が
主
催
す

る
河
川
愛
護
月
間
行
事
の
木
曽
三

川
合
同
河
川
清
掃
に
も
参
加
。
木

曽
岬
町
中
学
校
で
は
鍋
田
川
筋
の

堤
防
を
清
掃
す
る
な
ど
、
地
域
挙

げ
て
環
境
美
化
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
治
水

『
全
町
挙
げ
て
取
り
組
む
水
質
浄
化
活
動
』

西部地区クリーンセンター

木曽川支流白鷺川締切の地

木曽岬町特産品

見入の老松

木曽岬町全景
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レ
ジ
ャ
ー
ゾ
ー
ン

１
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ

ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
、
カ
ヌ
ー
に
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー

…
、
休
日
と
も
な
る
と
木
曽
川
筋
に
集
ま
っ
た
若
者
た

ち
が
カ
ラ
フ
ル
に
川
面
を
彩
り
ま
す
。
風
に
髪
を
な
び

か
せ
な
が
ら
、
川
面
を
駆
け
る
気
分
は
最
高
で
す
。

２
川
辺
の
風
景
、
渡
り
鳥
が
や
っ
て
来
る

木
曽
川
筋
は
、
水
鳥
の
宝
庫
。
秋
に
は
、
コ
ガ
モ
や

シ
ギ
と
い
っ
た
渡
り
鳥
の
姿
も
見
え
始
め
ま
す
。
そ
ん

な
鳥
た
ち
の
姿
を
眺
め
な
が
ら
一
日

を
過
ご
す
の
も
、
素
敵
な
時
間
の
使

い
方
で
す
。

３
木
曽
岬
温
泉

木
曽
岬
温
泉
は
、
豊
富
な
湯
量
と

良
質
の
天
然
温
泉
。
リ
ュ
ウ
マ
チ
、

神
経
痛
、
皮
膚
炎
な
ど
効
能
も
抜

群
。
名
物
の
砂
利
風
呂
も
大
人
気
。

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

４
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

木
曽
川
河
口
の
木
曽
岬
導
流
堤
は
、
格
好
の
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
。
ハ
ゼ
、
ボ
ラ
、
コ
イ
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
魚
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。
釣
り
糸
を
た
れ
て
、

数
時
間
も
待
て
ば
今
夜
の
お
か
ず
は
決
ま
り
（
!?
）。

　
カ
ル
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン

１
芭
蕉
の
水
路

『
奥
の
細
道
』
で
有
名
な
俳
人
・
松
尾
芭
蕉
は
、
の

ど
か
な
輪
中
の
郷
へ
訪
れ
ま
し
た
。
了
清
寺
の
「
永
き

日
を　

囀
り
た
ら
ぬ　

ひ
ば
り
か
な
」。
源
盛
院
の「
青

柳
の　

泥
に
し
た
た
る　

汐
い
か
な
」
の
２
つ
の
芭
蕉

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
町
立
文
化
資
料
館

平
成
２
年
に
開
館
し
た
町
立
文
化
資
料
館
は
、
白
壁

に
三
角
帽
子
の
ユ
ニ
ー
ク
な
外
観
。
館
内
に
は
、
伊
勢

湾
台
風
災
害
と
復
旧
工
事
の
資
料
、
昔
の
農
作
業
道
具

な
ど
、
木
曽
岬
の
歴
史
・
民
俗
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

３
木
曽
岬
神
社

昭
和
34
年
に
襲
来
し
た
伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
、
全

村
壊
滅
。
こ
の
大
災
害
を
記
録
し
、

遭
難
者
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
木
曽

岬
神
社
が
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
尚
、

堤
防
決
壊
箇
所
の
最
後
の
締
切
の
地

（
源
緑
輪
中
の
白
鷺
）
に
は
伊
勢
湾

台
風
締
切
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

─10月の最終日曜日─
真っ青な秋晴れの空の下、小学校の校庭から、子供た
ちの歓声や応援の声が聞こえてきます。町民体育祭は

町を上げての大イベント。
綱引き、玉入れ、徒競争etc
…。一つひとつの競技を通
してご近所同士のコミュニ
ケーションも深まります。

面白WAT C H I N G

風
と
緑
と
潮
騒
と
。

木
曽
岬
町
の
秋
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。

川
面
に
映
え
る
夕
暮
れ
の
オ
レ
ン
ジ
。

静
か
な
流
れ
に
浮
か
ぶ
紅
葉
。

時
が
ゆ
っ
く
り
た
ゆ
た
う
木
曽
岬
町
は
、
水
辺
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
。

絵
は
が
き
の
中
を
散
歩
す
る
よ
う
に
、

気
ま
ま
に
歩
け
ば
、

季
節
の
な
い
し
ょ
話
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

木曽岬町のフェスティバル
町民体育祭

こどもみこし

産業文化祭・福祉健康フェスタ

─10月10日（体育の日）─
古くから盛大に祭りが行われていたこの町も、伊勢湾
台風で、尊い生命や資産だけではなく、神興や山車な
ど貴重な文化までも喪失してしまったため、昭和34年
以降は形式的なものになっていました。しかし、子供た
ちに文化の伝承とお祭りの楽しさを知ってもらいたい
という願いのもと、昭
和58年に子供みこし
が復興。10月10日に
は、ハッピ姿の子供た
ちが町を元気に練り
歩く姿が見られます。

─3月20日（春分の日）─
毎年恒例となった「産業文化祭・福祉健康フェスタ」。会
場には、木曽岬町を代表する農・水産物が一堂に集め
られ、華やかなにぎわいを見せます。ゲームコーナー

や出店など子供から大
人まで楽しめるイベン
トもいっぱい。町民が
一体となって春の一日
を盛り上げます。

KISSOをご愛読の皆様へ。編集部から耳
寄りなお知らせです。KISSOでは、あなた
のナンバーワンをお待ちしております。絵
画、作文、俳旬、工作など、川にまつわる作
品ならなんでも結構です。どんどんご応募下
さい。応募作品は厳正なる審査の上選考し、
当選作品はKISSO誌面に発表。と同時に、
木曽川文庫にも展示させて頂きます。皆様の
作品を、お待ちしています。

●　応　募　先　●
船頭平閘門管理所
木曽川文庫̏KISSO編集部̋
〒496愛知県海部郡立田村福原
　　　☎（0567）24-6233

コラム「だからNO.1」

ウインドサーフィン

木曽岬町立文化資料館

木曽川で遊ぶ水鳥の親子

ジェットスキー

木曽川河口つり風景木曽岬温泉・大浴場源盛院の芭蕉碑木曽岬町立文化資料館内風景

木曽岬神社



昭
和
初
期
の
海
岸
堤
防
は
、
天
端
も
低
く
、
主

に
石
積
、
石
張
の
構
造
で
、
室
戸
台
風
、
枕
崎
台

風
な
ど
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
災
害
の
つ
ど
、
天

端
を
高
く
し
た
り
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
を
作
っ
た
り
し

て
改
良
修
復
工
事
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
28
年
の
台
風
13
号
に
よ
る
高

潮
災
害
で
、
三
重
県
沿
岸
と
愛
知
県
三
河
湾
、
静

岡
県
に
大
き
な
被
害
が
発
生
。
こ
の
災
害
を
契
機

に
昭
和
31
年
に
「
海
岸
法
」
が
、
同
33
年
12
月
に

は
近
代
海
岸
工
学
の
礎
と
も
い
う
べ
き
「
海
岸
保

全
施
設
築
造
基
準
」
が
制
定
さ
れ
、
堤
防
全
体
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
「
三
面
張
」
が
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
直
後
の
昭
和
34
年
９
月
26
日
、
潮
岬
に
上

陸
し
た
台
風
15
号
（
伊
勢
湾
台
風
）
は
伊
勢
湾
の

西
部
を
通
過
。
伊
勢
湾
岸
域
に
と
っ
て
最
悪
の
南
南

東
の
風
に
な
り
、
低
い
気
圧
に
よ
る
水
面
上
昇
と

風
の
吹
き
寄
せ
に
よ
る
水
面
上
昇
が
重
な
り
、
伊

勢
湾
の
奥
で
は
最
高
潮
位
が
Ｔ
・
Ｐ
・
＋
３
・
89
ⅿ

と
い
う
記
録
的
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
伊

勢
湾
奥
は
昭
和
28
年
の
台
風
13
号
に
よ
る
災
害
を

逸
れ
た
た
め
に
、
高
潮
に
対
す
る
堤
防
の
改
良
が

進
ん
で
お
ら
ず
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
被
災
直
後
、「
伊
勢
湾
等
高

潮
対
策
事
業
」
が
特
別
措
置
法
と
し
て
制
定
さ
れ
、

「
海
岸
保
全
施
設
築
造
基
準
」
も
見
直
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
伊
勢
湾
沿
岸
部
を
襲
っ
た
二
つ
の
台
風
に

よ
る
高
潮
災
害
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
最

高
潮
位
を
対
象
と
し
た
計
画
か
ら
、「
伊

勢
湾
台
風
モ
デ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
、
予

測
さ
れ
る
最
悪
の
潮
位
と
波
の
う
ち
あ

げ
を
考
慮
し
た
計
画
に
変
り
、
さ
ら
に

「
三
面
張
」
に
よ
る
構
造
の
確
立
、
河

口
部
に
お
け
る
河
川
堤
防
の
高
潮
対
策

な
ど
、
我
が
国
の
高
潮
対
策
法
工
法
に

大
き
な
変
換
を
も
た
ら
し
、
著
し
い
効

果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

私
ど
も
木
曽
岬
町
は
三
重
・
愛
知
の
県
境
に
位

置
し
、
木
曽
川
河
口
に
造
成
さ
れ
た
土
地
で
あ
り

ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
古
来
よ
り
洪
水
と

の
闘
い
で
あ
っ
た
と
村
史
に
記
述
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
と
り
わ
け
昭
和
34
年
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ

り
、
当
時
木
曽
岬
村
で
あ
り
ま
し
た
当
町
の
被

害
は
、
周
囲
の
木
曽
川
お
よ
び
鍋
田
川
堤
防
が
九

個
所
で
二
、七
六
五
ⅿ
に
わ
た
っ
て
決
潰
、
一
瞬

の
う
ち
に
全
村
水
没
し
全
世
帯
が
罹
災
い
た
し
ま

し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
台
風
に
よ
る
死
者
は
当

時
の
人
口
の
約
一
〇
％
の
三
二
八
人
、
家
屋
の
流

失
・
全
壊
は
五
八
五
戸
中
二
六
六
戸
の
多
さ
に
達

す
る
と
共
に
、
五
十
三
日
の
長
期
に
わ
た
り
水
没

し
、
ま
さ
に
潰
滅
の
状
態
で
し
た
。

た
ま
た
ま
国
に
お
か
れ
て
は
、
こ
の
災
害
復
旧

工
事
を
推
進
さ
れ
る
段
階
で
、
兼
ね
て
か
ら
計
画

さ
れ
な
が
ら
関
係
住
民
の
反
対
で
実
現
で
き
な

か
っ
た
木
曽
川
派
川
の
鍋
田
川
改
修
計
画
を
伊
勢

湾
高
潮
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
建
設
省
直
轄
工

事
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
木
曽
川
分
派
点
の

締
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
が
、
鍋

田
川
左
右
岸
堤
防
復
旧
と
河
口
締
切
り
堤
防
工
事

は
当
時
新
設
さ
れ
た
愛
知
工
事
事
務
所
に
よ
り
応

急
復
旧
工
事
を
含
め
昭
和
34
年
10
月
か
ら
施
工
、

鍋
田
川
改
修
関
連
事
業
が
昭
和
38
年
３
月
、
三

重
・
愛
知
県
境
問
題
に
関
連
し
て
両
県
が
委
託
し

た
下
流
部
土
地
造
成
事
業
が
昭
和
46
年
３
月
に
竣

工
し
今
日
の
形
体
と
な
り
ま
し
た
。

回
顧
い
た
し
ま
す
れ
ば
、
こ
の
締
切
り
工
事
に

伴
い
古
来
か
ら
孤
島
で
あ
っ
た
私
ど
も
の
町
が
隣

町
の
愛
知
県
弥
富
町
と
地
続
き
と
な
り
、
ま
た
、

三
本
の
堤
防
が
木
曽
川
本
堤
の
一
本
と
な
り
国
全

体
か
ら
見
れ
ば
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
工
事
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
木
曽
川
引
堤
に
よ
り
私
ど
も

木
曽
岬
に
は
引
堤
幅
一
七
〇
ｍ
、
潰
地
一
六
七
千

㎡
、
移
転
戸
数
四
七
戸
に
及
ぶ
関
係
住
民
の
犠
牲

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
水
防
対
策

か
ら
見
れ
ば
非
常
に
大
き
な
効
果
の
あ
る
工
事
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
国
・
県
に
お
か
れ

て
は
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
潤
い
の
あ
る
生
活

が
送
れ
ま
す
よ
う
先
見
の
明
を
も
っ
て
諸
事
業
を

推
進
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

歴 史 ド キ ュ メ ン ト

大
き
く
変
わ
っ
た

高
潮
対
策
工
法

T A L K & T A L K

そ
の
昔
、
四
面
を
河
と
海
に
囲
ま
れ
た
木

曽
岬
町
は
、
渡
船
が
唯
一
の
交
通
機
関
。
東

海
道
の
熱
田
か
ら
桑
名
ま
で
の
七
里
の
渡
し

は
、
加
路
戸
と
源
緑
の
間
を
流
れ
る
白
鷺
川

を
通
行
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
20
年
代
の
三

川
分
流
ま
で
は
、
三
川
を
自
由
に
往
来
す
る

こ
と
が
で
き
、
渡
船
場
も
十
箇
所
を
越
え
、

米
、
魚
な
ど
す
べ
て
の
生
産
物
、
生
活
必
需

品
は
舟
運
に
依
存
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
昭
和
９
年
２
月
に
は
加
路
戸
〜
弥

富
町
中
山
間
に
木
曽
岬
橋
が
で
き
、
ま
た
国

道
一
号
線
が
開
通
さ
れ
る
と
、
徐
々
に
陸
路

に
変
わ
り
、
昭
和
38
年
、
鍋
田
川
締
切
工
事

が
実
施
さ
れ
る
と
渡
船
場
は
廃
止
さ
れ
、
の

ど
か
な
渡
し
舟
の
風
景
は
す
っ
か
り
姿
を
消

し
ま
し
た
。

時
代
の
流
れ
と
と
も
に

　
　
　

消
え
た
渡
し
船

木
曽
岬
町
長　

岡
村　

好
友

大
正
14
年
6
月
11
日
生

昭
和
37
年
4
月　

総
務
民
生
課
長

昭
和
39
年
6
月　

木
曽
岬
村
助
役

昭
和
42
年
5
月　

木
曽
岬
村
長 

平
成
元
年
5
月
町
制
施
行
に
よ
り
木
曽
岬
町
長
と
な
り

現
在
に
至
る
。

木
曽
三
川
で
の
近
代
的
な
治
水
事
業

（
明
治
改
修
）
の
着
手
以
来
百
周
年
を

記
念
し
て
発
刊
さ
れ
た
記
念
図
書
。
発

電
、
上
水
道
・
農
業
用
水
等
の
水
利
事

業
及
び
流
域
の
歴
史
・
文
化
・
産
業
等

に
つ
い
て
木
曽
三
川
流
域
を
対
象
に
多

分
野
に
わ
た
り
、
専
門
的
に
と
り
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
水
系
の
源
流
か
ら
河

口
ま
で
を
貫
き
、
流
域
を
各
分
野
を
通

し
て
ま
と
め
た
文
献
は
こ
れ
ま
で
に
な

く
、
治
水
及
び
利
水
の
今
後
を
考
察
す

る
上
で
、意
義
あ
る
一
冊
と
い
え
ま
す
。

本
誌
は
四
部
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
約

千
ペ
ー
ジ
の
大
著
。
木
曽
川
文
庫
は
も

ち
ろ
ん
、
流
域
内
の
各
市
町
村
と
全
国

の
都
道
府
県
の
図
書
館
、
大
学
図
書
館

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
木
曽
三
川
流
域
誌
」が

          

発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

木曽川派川の
　　鍋田川締切り工事の思い出

三重県木曽岬町長　岡村好友

伊
勢
湾
台
風
と
高
潮
堤
防

災
害
に
悩
ま
さ
れ
た
干
拓
の
島
を
再
び
襲
っ
た
伊
勢
湾
台
風
。

愛
知
県
と
三
重
県
の
両
県
で
死
者
・
行
方
不
明
者
4
、５
３
３
名
と
い
う

災
害
史
上
、類
い
稀
な
大
災
害
で
し
た
。

こ
の
災
害
を
契
機
に
我
が
国
の
高
潮
対
策
は
大
き
く
前
進
。

以
来
、高
潮
に
よ
る
災
害
は
驚
く
ほ
ど
減
少
し
ま
し
た

平成2年度木曽川源緑高潮堤防補強工事

白鷺地区の締切に全力をあげるサンドポンプ

伊勢湾台風災害
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